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ご意見・ご要望をお聞かせ下さい 

職
員
の
給
与
削
減
に
反
対
、 

特
別
職
・
議
員
の
削
減
に
は
賛
成 

  

公
務
員
の
給
与
は
、
こ
の
間
、
毎

年
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
活
の
た
め
に
必
要
な
給
料

な
の
に
、
「
人
件
費
は
ム
ダ
」
と
す

る
考
え
方
が
蔓
延
し
、
今
回
の
減
額

だ
け
で
１
億
３
４
０
０
万
円
。
昨
年

か
ら
実
質
賃
金
が
下
が
り
始
め
、
住

宅
ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
な
ど
の
影

響
が
出
て
い
ま
す
。 

 

現
在
で
も
川
西
市
の
高
校
卒
業

事
務
職
員
の
給
与
は
時
間
換
算
で

９
８
２
円
で
す
が
、
こ
れ
は
「
高
す

ぎ
る
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

全
国
の
勤
労
者
の
給
料
は
こ
の

１
２
年
間
で
６
４
万
円
減
少
し
、
逆

に
税
金
と
社
会
保
険
料
な
ど
の
負

担
は
増
加
。
地
域
経
済
が
大
き
く
疲

弊
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

公
務
員
の
給
与
や
一
時
金
の
削

減
は
、
民
間
企
業
の
引
き
下
げ
と
連

動
し
合
い
、
地
域
疲
弊
の
悪
循
環
に

陥
り
ま
す
。
い
ま
必
要
な
の
は
雇
用

を
拡
大
し
、
給
料
を
上
げ
、
購
買
力

を
高
め
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る 

１
２
月
議
会
で
は
、
３
１
案
件
、
６
請
願
が
審
議
。
う
ち
意
見
の
分
か
れ
た
議
案
、
請
願
の

審
査
結
果
は
別
表
の
通
り
で
す
。 

私
達
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
委
員
会
で
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
必
ず
本
会
議
で

も
討
論
し
、
最
後
ま
で
住
民
要
求
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
議
会
は
す
べ
て
公
開
、
会

議
録
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。 

「
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」 

 
 

子
育
て
意
見
書
の 

 
 

 
 

 
 

請
願
に
賛
成 

  

「
国
に
対
し
て
、
保
育
所
と
幼
稚

園
の
一
体
化
な
ど
の
、
課
題
を
慎
重

に
審
議
す
る
よ
う
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
」
請
願
。 

 

予
算
国
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

「
即
決
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た

が
、
継
続
多
数
と
な
り
ま
し
た
。
本

請
願
の
紹
介
議
員
に
名
前
を
連
ね

た
の
に
、
松
田
議
員
は
「
継
続
」
と

判
断
。
３
月
議
会
で
再
度
審
査
さ
れ

ま
す
。 

る
と
、
利
益
を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い

た
め
、
材
料
費
や
人
件
費
の
削
減
を

図
ろ
う
と
し
、
安
全
性
と
質
的
な
面

が
後
退
し
か
ね
ま
せ
ん
。
現
場
職
員

と
充
分
な
議
論
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
、
議
会
に
上
程
さ
れ
、
わ
ず
か 

数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
、
切
り
替
え
を

す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
拙
速
で

す
。
自
治
体
病
院
と
し
て
存
続
さ
せ

る
う
え
で
も
、
医
療
機
関
と
し
て
、

「
業
務
委
託
に
す
れ
ば
経
費
が
下

が
る
」
と
い
う
よ
う
な
経
営
感
覚
に

陥
る
こ
と
な
く
、
病
院
給
食
の
質
を

注
視
し
、
自
治
体
病
院
の
果
た
す
役

割
、
責
任
を
今
一
度
、
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

川
西
病
院
給
食
の 

民
間
委
託
に
反
対 

  

病
院
に
お
け
る
食
事
は
、
治
療
の

一
環
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
と
同
様
に
、
「
食
事
療
法
」
は
、

患
者
の
健
康
回
復
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
医
療
の
一
部
門
と
位

置
づ
け
、
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
、
調
理
師
が
チ
ー
ム
医
療
と
し

て
の
役
割
の
担
い
、
病
院
給
食
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者
一
人

ひ
と
り
の
日
々
の
症
状
に
合
わ
せ
、

き
め
細
か
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
経
費
削
減
を
目
的
と
し
た
民

間
委
託
業
者
に
給
食
部
門
を
、
任
せ 

こ
と
で
す
。 

 
な
お
、
特
別
職
や
議
員
の
減
額
に

つ
い
て
は
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

  

「
妊
婦
健
診
の
補
助
継
続
を 

 
 

 

求
め
る
請
願
」
に
賛
成 

  

「
平
成
２
３
年
度
は
継
続
す
る
と

言
っ
て
い
る
か
ら
請
願
の
必
要
な

し
」
と
、
不
採
択
に
。
黒
田
議
員
は
、

「
予
算
と
し
て
ま
だ
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
。
来
年
度
だ
け
で
は
な

く
、
再
来
年
以
降
も
継
続
が
重
要
。

川
西
市
議
会
と
し
て
意
見
書
を
あ

げ
、
国
や
県
を
後
押
し
す
べ
き
」
と

意
見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
不
採
択
に

な
り
ま
し
た
。 

「
就
学
前
ま
で
の
こ
ど
も
の 

医
療
費
無
料
化
」
に
賛
成 

 

 

「
市
長
が
や
る
と
言
っ
て
い
る
か

ら
請
願
は
出
さ
な
く
て
い
い
」
と
、

不
採
択
に
。
黒
田
議
員
は
、
ま
だ
具

体
的
で
な
い
し
、
県
行
革
で
対
象
が

狭
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
問
題
も
指
摘
。
す
べ
て
の
こ

ど
も
を
対
象
に
、
一
日
も
早
い
実
施

を
求
め
ま
し
た
が
、
不
採
択
に
な
り

ま
し
た
。 

が
、
不
採
択
に
。
３
歳
児
保
育
に
つ

い
て
も
、
加
茂
幼
稚
園
ま
で
の
距
離

が
遠
く
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支

援
や
配
慮
が
あ
る
の
か
等
、
疑
問
や

不
安
の
声
に
応
え
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。 

「
加
茂
幼
稚
園
と
ふ
た
ば
幼
稚

園
の
統
廃
合
に
関
す
る
意
見

書
」
の
請
願
に
賛
成 

  

９
月
議
会
で
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
る
園
児
の
保
護
者
の
大

多
数
が
、
統
廃
合
が
決
定
さ
れ
た
過

程
や
理
由
に
納
得
出
来
て
い
ま
せ

ん
。
保
護
者
に
と
れ
ば
突
然
の
廃
園

計
画
で
戸
惑
い
と
大
き
な
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
議
会
に
な

っ
て
、
も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。 

 

「
こ
の
地
域
で
育
て
た
い
」、「
ふ

た
ば
幼
稚
園
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
保
護
者
や
子
ど
も
、
こ
れ
か
ら

入
園
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
保

護
者
を
含
め
、
地
域
住
民
の
強
い
声

に
し
っ
か
り
応
え
て
い
く
う
え
で

も
、
統
廃
合
見
直
し
が
必
要
だ
と
、

北
野
議
員
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た 

 

 

 

 



                                  

    議案・請願          賛成            反対            備考 

 

職員の給与・一時金を削減・

減額する条例 

安田忠・岡・津田・福西・土田・ 

多久和・江見・大崎・鈴木・平岡・ 

大矢根・安田末・吉田・梶田・宮坂 

・北上・久保・宮路・秋田・松田 

 

住田・森本・北野・黒田 

 

欠席 吉富 

 

 

上記の具体化の補正予算 

安田忠・岡・津田・福西・土田・ 

多久和・江見・大崎・鈴木・平岡・ 

大矢根・安田末・吉田・梶田・吉富 

・宮坂・北上・久保・宮路・秋田・

松田 

 

 

上同 

 

 

川西病院の給食を民間委託

する内容の債務負担行為 

上同 上同  

 

子ども、子育て新システムに

対しての国への意見書の提

出を求める請願 

（継続審議すべき） 

安田忠・岡・津田・福西・土田・ 

多久和・江見・大崎・鈴木・平岡・ 

大矢根・安田末・吉田・梶田・吉富 

・久保・宮路・松田 

   （即決すべき） 

住田・森本・北野・黒田 

 

宮坂・北上・秋田 

 

 

継続に 

 

 

市立ふたば幼稚園の廃園を

再協議してほしい 

という請願 

 

 

住田・森本・北野・黒田 

安田忠・岡・津田・福西・土田・ 

多久和・江見・大崎・鈴木・平岡・ 

大矢根・安田末・吉田・梶田・吉富 

・宮坂・北上・久保・宮路・秋田・

松田 

 

就学前までのこどもの医療

費無料化を求める請願 

上同 

 

上同  

妊婦健診１４回分の予算継

続を求める意見書提出を求

める請願 

 

上同 

 

上同 

 

 

 

≪１２月議会で賛否のわかれた議案・請願≫ （敬称略） 
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ご意見・ご要望をお聞かせ下さい 

「
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
な
ど
は 

 
 

 
 

み
な
し
採
択
に 

  

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

補
助
を
求
め
る
請
願
」
は
、
厚
生
経

済
常
任
委
員
会
で
、
黒
田
議
員
を
除

く
委
員
が
、「
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
」

と
不
採
択
に
し
ま
し
た
が
、
委
員
会

後
、「
そ
れ
ら
の
予
算
の
具
体
議
案
」

が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
「
み
な
し
採

択
」
に
な
り
ま
し
た
。 

国民健康保険税、またまた値上げ案 

１月１３日に開催された「運営協議会」で限度額を７７

万円（現行６８万円）、医療・後期高齢・介護で、平均 

３．１４％の引き上げ率の値上げ案が示されました。 

私達、日本共産党議員団は、国保税引き下げ・７５歳以

上の方の医療費の無料化・６５歳～７４歳までの方の 

医療費は１割以下に、と要求し続けています。 

副議長を務めた住田由之輔議員 

※小山議員は議長です 

請願           賛成           反対 

 

子宮頸がん予防ワクチン、 

肺炎球菌ワクチン接種の 

公費補助を求める請願 

 

 

住田・森本・北野・黒田 

安田忠・岡・津田・福西・土田・ 

多久和・江見・大崎・鈴木・平岡・

大矢根・安田末・吉田・梶田・吉

富・宮坂・北上・久保・宮路・秋

田・松田 

 ※みなし採択 


